
（別紙３）

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 16件 （回答者数） 7件

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 5件 （回答者数） 5件

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

●SNS等から効果的な活動内容の情報収集に努め、活動プロ

グラムの幅を広げる。

●こども1人ひとりに対するヒアリングの質を上げ、流行等も

取り入れた活動プログラムを提供する。

2

●これまで以上に密な連携を心掛け、小さな変化でも伝え合

える関係性を構築する。

●送り時は、学校等から伝達を受けた内容も含めて当事業所

での様子等について申し送りできるように努める。

3
●こども1人ひとりの活動への参加状況・目標達成度について

分析を行い、活動内容の調整に努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
●保護者・きょうだいが参加を希望するイベント内容等を調

査する。

2 ●第三者による外部評価を依頼する。

3

●地域のイベント等へ参加した際、地域のこどもとの関わり

が生まれるように支援する。

●放課後児童クラブや児童館と連携し、合同イベント等の開

催を提案する。

○事業所名 　浅香障がい者会館

○保護者評価実施期間 2025年　1月　17日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

●放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと

活動する機会があるか。

●地域のお祭り等へ参加した際に地域のこどもと接する場面は

あるが、放課後児童クラブや児童館との合同イベント等を開催

することはできていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

●父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護

者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされて

いるか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、

きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへ

の支援がされているか。

●保護者同士が交流する機会を多く設けることができていな

い。

●きょうだい向けのイベントを開催できていない。

●第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ているか。
●第三者による外部評価を行うことができていない。

●活動プログラムが固定化されないよう工夫している。

●「運動療育」「レクリエーション」「園芸」等の多様な

活動プログラムを提供している。

●参加するこどもの興味･関心に合わせた内容へ調整したり、

活動後は見直し・改善を行ったりしており、内容が固定化され

ないように工夫している。

●日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や

発達の状況について共通理解を持っている。

●送迎時の申し送りに加え、必要に応じて電話や連絡帳も活用

し、こどもの様子・成長・課題等について、伝え合う機会を設

けている。

●こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わ

せて放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われてい

る。

●1日のスケジュールの中で個別活動（学習等）・集団活動

（運動等）ともに取り組む時間を設けている。

●放課後等デイサービス計画は、当事業所の個別活動・集団活

動への参加を通して目標達成を目指す支援内容となっている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


